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水
道
料
金
、簡
易
水
道
料
金
は
15
％
程
度
、下
水
道
使

用
料
は
12
％
程
度
の
引
上
げ
と
な
り
、一
般
的
な
家
庭
の

場
合
、１
か
月
で
５
０
０
円
程
度
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
４
月
か
ら
改
正
条

例
が
施
行
さ
れ
る
も
の
の
、経

過
措
置
に
よ
り
５
月
請
求
分
ま

で
は
従
来
ど
お
り
の
料
金
と
な

り
、６
月
請
求
分
か
ら
新
料
金

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、農
業
集
落
排
水
、漁
業

集
落
排
水（
農
業
集
落
や
漁
業

集
落
に
お
ら
れ
る
方
が
主
に
利

用
）使
用
料
は
、４
月
利
用
分
か

ら
新
料
金
で
の
料
金
を
御
負
担

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
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上程された議案

　

令
和
６
年
９
月
定
例
会
で
は
、上
下

水
道
料
金
等
の
引
上
げ
に
関
す
る
議
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

料
金
等
に
つ
い
て
は
、節
水
機
器
の

普
及
や
人
口
減
少
に
よ
る
有※

収
水
量
の

減
少
に
伴
う
収
入
の
減
少
と
、電
気
料

金
や
物
価
の
高
騰
、施
設
の
老
朽
化
に

伴
う
更
新
費
用
の
高
ま
り
に
よ
る
支
出

の
増
加
に
伴
い
、令
和
７
年
度
に
は
水

道
事
業（
上
水
）は
２
億
９
９
０
０
万
円
、

公
共
下
水
道
事
業
は
２
億
７
４
０
０
万

円
の
赤
字
が
想
定
さ
れ
ま
す
。こ
の
数

年
、経
費
の
節
減
な
ど
の
経
営
努
力
に

よ
っ
て
、料
金
等
の
引
上
げ
を
す
る
こ

と
な
く
上
下
水
道
事
業
を
運
営
し
て
き

た
も
の
の
、基
本
的
に
は
独
立
採
算
制

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、今
後
も
安
全
安

心
な
上
下
水
道
事
業
を
維
持
す
る
た
め
、

今
回
の
引
上
げ
に
踏
み
切
っ
た
と
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

※
有
収
水
量
…
料
金
徴
収
の
対
象
と
な
っ
た
水
の
量

上下水道料金等を改定
～なぜ料金等の引上げが必要なのか～

料金等の引上げ率と引上げ時期

上
下
水
道
を
維
持

上
下
水
道
を
維
持

　
　
　
　
す
る
た
め
に

　
　
　
　
す
る
た
め
に

持
続
可
能
で

　
安
全
安
心
な

【議員からの意見】【議員からの意見】
●節水意識に拍車がかかることが予想される。
水は、健康管理や猛暑による熱中症対策に欠
かせないものである。必要以上の過度な節水
にならないよう気をつけ、無駄なく使用する
という雰囲気づくりが必要ではないか。

●物価高騰の折に水道料金等を引き上げること
は、市民の生活を脅かす。暮らしを応援する
負担軽減策も同時に講じるべき。

●水道料金等の引上げは、水道事業を維持する
ためには仕方ないものの、低所得者層や年金
暮らしの高齢者などへの支援をするべき。

※令和７年度から損益は赤字となる見込みです。
※損益の赤字は拡大し、解消する見込みはありません。

上下水道料金等の
改定について、さら
に詳しく知りたい方
は、市報11月15日号
をご覧ください。
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今後10年間の見通し（水道事業）

（単位：百万円）
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　このたびは多くの議員が農林漁業分野に関する質問を行った。「令和の米騒動」の流通問題、農林漁
業の就業者問題、農業用水路の整備や小規模農家への支援、「農山村エリア居住促進計画」や「山口

農業振興地域整備計画」など農山村地域の様々な計画、農業者への助成金
制度の創設などについて、市の取組への提案を行った。市からは、流通不
安の原因の研究や市内産農産物の循環の必要性、スマート農業の導入支援
や、水路や農業用機械の助成金制度などの状況について説明があった。
　また、８月には市民団体から山口県農業試験場跡地利用について、「農

※
業

公園」の提案・要望が提出された。こうした市民の関心の高まりを受けて、
方向性、考え方などについても質問を行った。

pickpick
upup
ピックアップピックアップ

９月定例会９月定例会

農林漁業分野への対応

※農業公園　  農業振興を図る交流拠点として生産・普及・展示機能、農業体験機能、レジャー・レクリエーショ
ン機能等を有し、農業への理解の増進や人材の確保育成を図るための公園

　８月８日の日向灘での地震発生に伴い、初めて南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）が発表さ
れたことを受け、防災・減災対策について多くの議論を交わした。
問）地震はいつ起こるか分からない。大規模地震が起こった場合の市の体制はどうなっているか。
答） 「山口市地域防災計画」において、地震の規模に応じた体制や職員の参集基準、配備部署をあら

かじめ明確にしているとともに、計画の実効性を高めるために、職員を対象とした図上訓練と、
地域住民にも参加いただく実動訓練を毎年実施している。

問） 安心して避難できる避難所の運営や環境整備が求められている。本市の
避難所の状況は？

答） プライバシーを確保するための間仕切りや、衛生環境を保つための簡易
トイレ、エコノミークラス症候群を防ぐための簡易ベッド、障がいのあ
る方や介護が必要な方の多目的簡易ベッドや、女性のニーズに合わせた
更衣室となるテント、乳幼児のためのおむつなど、様々なニーズに対応
した物資も併せて備蓄を進めている。

防災・減災対策 ～安全安心なまちづくり～pickpick
upup
ピックアップピックアップ

９月定例会９月定例会

　本年1月、ニューヨーク・タイムズ紙の「2024年に行くべき52カ所」に選出された本市は、11月に
はスイス観光賞を受賞することが決定している。このことから、多くの議員が観光政策について取り
上げた。
　まず、ホノルル市との友好都市提携での波及効果について質問を行い、青少年の教育交流やスポー
ツ、観光、経済などの交流を予定しているとの答弁があった。他の議員からは、当初の予算審査での
具体的な説明がなく、提携に向けて活動されていた1年以上の間、経過報告もなかったことから、今
後は議会だけでなく市民の理解を得ながら取組を進めていく必要があるとの指摘も行った。
　次に、湯田温泉こんこんパークについては、にぎわい創出やシビックプライドの醸成に向けた若者
が主体となって行う取組や、定住人口の増加や交流人口の拡大に向けての活用について質問した。答
弁では、大規模イベントやＭⅠＣＥ（国際会議や展示会など）の誘致にも取り組み、観光客の増加と
経済効果を高めていく旨の説明があった。

pickpick
upup
ピックアップピックアップ

９月定例会９月定例会

観光政策について
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議
会
で
厳
し
く

　
チ
ェッ
ク
し
ま
し
た

決
算
額
等
の
詳
し

い
内
容
は
、「
市
報

や
ま
ぐ
ち
11
月
１

日
号
」を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

市公式ウェブサイト

令和５年度
決算!!

　
「
第
二
次
山
口
市
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
」の
初
年
度
と
な
る

令
和
５
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
、

９
月
20
日
に
追
加
議
案（
一
般
会

計・特
別
会
計
）が
提
出
さ
れ
、予

算
決
算
委
員
会
で
総
括
的
な
審

査
を
行
い
ま
し
た
。あ
わ
せ
て
、

過
去
に
議
会
が
指
摘
し
た
事
項

等
が
、令
和
５
年
度
の
取
組
に
ど

の
よ
う
に
反
映
さ
れ
、事
業
を
執

行
さ
れ
た
の
か
、そ
の
成
果
や
課

題
に
つ
い
て
、概
要
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、各
予
算
決
算
委
員

会
分
科
会
で
詳
細
な
審
査
を

行
っ
た
結
果
、全
会
一
致
で
認
定

し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
指
摘
し
た
内
容
が
、

こ
れ
か
ら
の
取
組
や
予
算
編
成

に
生
か
さ
れ
る
よ
う
今
後
も
議

会
で
厳
し
く
審
査
し
て
ま
い
り

ま
す
。

 議 会 か ら の 指 摘 ！
適切な予算執行を！

● 不用額※の発生が散見されたため、予算執行の際には、執行の状況を的確に把
握し、精査の上、減額補正を行うなど適正な予算執行に努め、社会情勢や状況
によっては柔軟な対応を行うなど、必要な事業については積極的に取り組んで
いただきたい。また、予算編成時には、前年度の実績や当該年度の執行状況等
を踏まえ、十分精査した上で積算されたい。不用額の抑制と必要な事業の推進
の両立を図ることを求める。

※ 不用額  歳出予算の経費の金額のうち、結果として使用する必要がなくなった額で、当該年度の歳
出予算現額から支出済歳出額及び翌年度への繰越額を控除した残額。

成果向上につながる事業周知を！
● 行政課題の解決につながる事業が展開されているが、申請に基づいて補助する事業についての周

知が効果的に行われていないために、申請者数が伸びないなど成果の向上に結びついていないと
思われるものが確認された。戦略的な事業の周知に取り組むことで、各種事業への参加や申請等
を促し、成果の向上につなげていくことを求める。

事業評価の精度向上を！
● 市のまちづくりがどのように進められているのかを確認する主要な施策の成果報告書について、適

切な指標が設定されていないために、成果が正しく評価されていないと思われるものが確認され
た。事業の振り返りにこれまで以上に注力し、事務事業を正しく評価できるよう現状に見合った指
標に適宜見直すなど、翌年度以降のよりよい予算編成につなげられる資料としていただくよう求め
る。

● 山口市まちづくりアンケートに基づく施策別評価の中で、重要度が高く市民の満足度が低い施策に
ついては、地域、年齢、職業などを含め、満足度が低い要因を分析し、次年度以降の施策展開につ
なげていただくことを求める。

水道、下水道事業の持続可能な経営を！
● 安定した経営に努め、施設の更新等を計画的に進められている。物価高騰や人口減少により、今後

更に厳しい経営環境に向かうことが予測されるため、営業外収益等の収入の確保策を研究され、
今後も経営戦略に基づき持続可能な経営に取り組まれるよう求める。

やまぐち市議会だより　2024.11 4



■■■■■■ 全員賛成全員賛成でで可決可決したした議案議案
予算

●令和６年度山口市一般会計補正予算（第４号）
●令和６年度山口市介護保険特別会計補正予算（第１号）
●令和６年度山口市鋳銭司第二団地整備事業特別会計補

正予算（第１号）
●令和６年度山口市地域下水道事業特別会計補正予算
（第１号）

●令和６年度山口市一般会計補正予算（第５号）
条例

●山口市子ども・子育て会議設置条例の一部を改正する
条例

●山口市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例

●山口市地域包括支援センターにおける包括的支援事業
の実施に必要なものに関する基準を定める条例及び山
口市指定介護予防支援等の事業者の資格並びに事業の
人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予
防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例

●山口市国民健康保険条例の一部を改正する条例
●国民宿舎秋穂荘設置及び管理条例の一部を改正する条例
●山口市特別用途地区建築規制条例の一部を改正する条例

事件議決
●秋穂漁港海岸（大海地区）海岸保全施設整備工事の請

負契約の締結について
●湯田中学校特別教室棟長寿命化改良工事の請負契約の

締結について
●鋳銭司第二団地用地の売払いについて
●新本庁舎ネットワーク機器の取得について
●山口市新本庁舎移動式ハンドル書架の取得について
●水槽付消防ポンプ自動車の取得について
●はしご付消防自動車の取得について
●山口市立小中学校校務用コンピュータ等の取得について
●山口市不燃物中間処理センター定期整備用部品の取得

について（追認）（３件）
●小学校教師用教科書・指導書の取得について（追認）（2件）

●中学校教師用教科書・指導書の取得について（追認）
●令和６年度山口市一般会計補正予算（第３号）に関す

る専決処分について
決算認定

●令和５年度山口市水道事業会計決算の認定について
●令和５年度山口市簡易水道事業会計利益の処分及び決

算の認定について
●令和５年度山口市公共下水道事業会計決算の認定につ

いて
●令和５年度山口市農業集落排水事業会計利益の処分及

び決算の認定について
●令和５年度山口市漁業集落排水事業会計利益の処分及

び決算の認定について
●令和５年度山口市一般会計歳入歳出決算の認定について
●令和５年度山口市国民健康保険特別会計歳入歳出決算

の認定について
●令和５年度山口市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算の認定について
●令和５年度山口市介護保険特別会計歳入歳出決算の認

定について
●令和５年度山口市介護サービス事業特別会計歳入歳出

決算の認定について
●令和５年度山口市鋳銭司第二団地整備事業特別会計歳

入歳出決算の認定について
●令和５年度山口市地域下水道事業特別会計歳入歳出決

算の認定について
●令和５年度山口市国民宿舎特別会計歳入歳出決算の認

定について
●令和５年度山口市特別林野特別会計歳入歳出決算の認

定について
諮問

●人権擁護委員の候補者の推薦について（5件）（敬称略）
　　・德万孝治（再任）　　　・永野菜穂美（再任）
　　・國重雅子（再任）　　　・岡　由美子（新任）
　　・椿　信善（再任）

委員会提出
●山口市議会の議員の議員報酬及び非常勤の職員の報酬

並びに費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例

議案議案のの審議結果審議結果

■■■■■■ 賛否賛否がが分分かれたかれた議案議案とと審議結果審議結果（○は賛成、×は反対）

議　　案
審議
結果

未

来

志

行

山

口

や
ま
ぐ
ち
有
隣
会

県
都
創
生
山
口

公

　

明

　

党

高

　

志

　

会

市

民

ク

ラ

ブ

日

本

共

産

党

地
域
政
党 

や
ま
ぐ
ち
の
風

条　　例

山口市特別職の給与の特例に関する条例に対する修正案 否決 × × × × ○ × × ×

山口市特別職の給与の特例に関する条例 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

山口市地域下水道条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

山口市水道事業給水条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

山口市阿東簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

山口市下水道条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

山口市農業集落排水処理施設管理条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

山口市漁業集落排水処理施設管理条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
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Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
が
収
益
手
段
を
得
る
こ
と
に
つ
い
て

は
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
方
法
と
し
て
は
、
以
前
話
が
あ
っ
た
山
口
市

文
化
振
興
財
団
を
一
般
社
団
法
人
化
す
る
と
い
っ

た
手
段
で
は
な
く
、
公
益
財
団
法
人
の
枠
組
み
の

ま
ま
、
民
間
企
業
と
の
連
携
や
巡
回
作
品
の
展
示

に
お
い
て
収
益
を
上
げ
て
い
く
等
、
多
方
面
か
ら

の
収
益
化
の
手
段
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
現
在
、
山
口
市
文
化
振
興
財
団
と
も
協

議
を
行
っ
て
い
る
。
（
担
当
部
局
：
交
流
創
造
部
）

山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
、

収
益
性
向
上
の
た
め
の
取
組
を

生活環境
委員会

ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ス
テ
ッ
プ
に

さ
ら
な
る
障
が
い
者
の
活
躍
促
進

総務
委員会

　
山
口
市
議
会
で
は
、「
総
務
」「
教
育
民
生
」

「
生
活
環
境
」「
農
林
建
設
」「
予
算
決
算
」

の
常
任
委
員
会
を
設
置
し
、各
委
員
会
が

所
管
す
る
部
局
の
議
案
や
業
務
等
の
審

査・チ
ェッ
ク
を
し
て
い
ま
す
。

各 委 員 会の所 属 議 員、
所管する部局、日程など、
詳しくは市議会ウェブ
サイトに掲載しています。

à̀laatrc
e委員会 ア・ラ・カルト

林
野
火
災
に
お
け
る
連
携
し
た

消
火
活
動

総務
委員会

　
本
年
９
月
に
秋
穂
二
島
地
域
で
発
生
し
た
林
野
火
災
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た
。
消
火
活
動
に
あ
た
っ
て
は
、
多
数
の
消
防

職
員
・
団
員
に
よ
る
活
動
や
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
状
況
確
認
な
ど

を
実
施
し
た
ほ
か
、
県
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
要
請
、
県

を
通
じ
た
陸
上
・
航
空
自
衛
隊
へ
の
派
遣
要
請
を
行
う
な
ど
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
消
火
に
向
け
て
総
力
を
挙
げ
て
対
応
し

た
。
あ
わ
せ
て
、
市
の
他
部
局
と
連
携
し
、
避
難
所
を
開
設
す

る
と
と
も
に
、
一
部
の
地
域
に
避
難
指
示
を
発
令
し
、
近
隣
住
民
の
安
全
確
保

を
行
っ
た
。
な
お
、
本
火
災
に
よ
る
民
家
等
へ
の
被
害
や
死
傷
者
は
発
生
し
て

い
な
い
も
の
の
、
こ
の
度
の
よ
う
な
大
規
模
火
災
に
対
し
て
は
、
引
き
続
き
各
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、対
応
に
努
め
て
い
き
た
い
。（
担
当
部
局：消
防
本
部
）

　
市
役
所
の
障
が
い
者
雇
用
の
場
で
あ
る
「
ワ
ー
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
は
、
新
本
庁
舎
の
整
備
に
伴
い
、
ス
ペ
ー
ス
拡
充
等

の
職
場
環
境
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
職

員
の
中
に
は
、
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
業
務
で
培
っ
た
ス

キ
ル
を
も
と
に
、
市
の
他
部
局
や
市
役
所
外
で
勤
務
す
る
例

も
出
て
き
て
い
る
。
引
き
続
き
、
市
の
戦
力
と
し
て
活
躍
し
て

も
ら
う
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
機
会
に

つ
な
が
る
よ
う
展
開
し
て
い
き
た
い
。（
担
当
部
局
：
総
務
部
）

・ 業務経験が次のステージ
に生かせるよう、さらに
取り組んでいただきたい。

委員の意見

消火活動の様子

・ 長期にわたり協議をされてい
るが、進展が見えない。今年
度中には一定の結論を出せる
ようにしっかりと取組を進めて
いただくよう要望する。

委員の意見

　
本
施
設
は
、
起
業
創
業
支

援
や
、
事
業
者
の
出
会
い

に
よ
り
新
た
な
事
業
を
生

み
出
す
と
い
う
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
役
割
を
担
う

と
と
も
に
、
若
者
へ
の
起
業

家
教
育
の
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
令
和
５
年
度
か

ら
、
イ
ベ
ン
ト
を
多
数
行

い
、施
設
の
認
知
度
の
向
上
を
図
る
だ
け
で
な
く
、

セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
重

点
を
置
い
た
取
組
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
今
年

度
か
ら
新
た
に
、
情
報
発
信
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け

る
た
め
の
メ
グ
リ
バ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ

の
設
置
や
、
よ
り
専
門
的
な
支
援
が
可
能
と
な
る
相
談
体
制
の
強
化
に
取

り
組
み
、
施
設
機
能
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。（
担
当
部
局
：
商
工
振
興
部
）

産
業
交
流
ス
ペ
ー
ス
「
メ
グ
リ
バ
」
の

成
果
向
上
の
た
め
に

生活環境
委員会

・ 令和 5 年度の実績を見ると、セミナー・
イベント開催数の半減や、新規起業者数
が 5 件にとどまっているなど、費用対効果
の視点から評価すると、成果は低調と言
わざるを得ない。

委員の意見
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子
育
て
世
帯
に
対
す
る

物
価
高
騰
等
に
対
応
し
た
経
済
対
策

教育民生
委員会

　
山
口
商
工
会
議
所
と
連
携
し
て
、
10
月
か
ら
公
共
交

通
モ
ニ
タ
ー
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
会
員
事
業
所
の

従
業
員
に
２
カ
月
間
に
わ
た
り
、
日
常
の
生
活
の
中
で

公
共
交
通
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
モ
ニ
タ
ー
体
験
の

前
後
に
行
う
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
踏
ま
え
、
公
共
交
通
の

利
用
促
進
に
向
け
た
課
題
の
把
握
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
観

光
ツ
ア
ー
等
と
の
連
携

や
、
イ
ベ
ン
ト
の
際
に

公
共
交
通
を
利
用
し
た

来
場
者
に
特
典
を
付
与

す
る
取
組
な
ど
、
今
後

も
、
部
局
横
断
的
に
公

共
交
通
の
利
用
促
進
に

努
め
た
い
。

　
（
担
当
部
局
：

都
市
整
備
部
）

・ 様々なイベント等が開催されているため、イベント会場に
公共交通でお越しいただき、公共交通の利用促進につな
がるよう引き続き部局横断的に連携してほしい。

委員の意見

上
下
水
道
料
金
改
定
を

ど
の
よ
う
に
周
知
す
る
か

農林建設
委員会

　
令
和
５
年
度
に
実
施
し
た
物
価
高
騰
等
に
対
応
し

た
経
済
対
策
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
食
材
費
が
値

上
が
り
す
る
中
に
お
い
て
も
、
保
護
者
に
給
食
費
の

追
加
負
担
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
給
食
の
内
容

を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
た
、
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
へ
の
子
ど
も
１
人

当
た
り
５
万
円
の
給
付
や
、
本
市
独
自
の
支
援
と
し

て
、
子
ど
も
１
人
当
た
り
一
律
１
万
円
分
の
市
内
取

扱
店
で
使
用
で
き
る
商
品
券
の
配
布
を
行
う
な
ど
、

そ
の
時
々
の
局
面
に
応
じ
た
か
た
ち
で
子
育
て
世
帯

に
対
す
る
経
済
対
策
に
取
り
組
ん
だ
。

（
担
当
部
局
：
こ
ど
も
未
来
部
・
教
育
委
員
会
事
務
局
）

　
こ
れ
ま
で
の
経
営
状
況
と
決
算
を
踏
ま
え
た
今
後
の
見
通
し
に
基
づ
く
財

政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
、
水
道
事
業
及
び
公
共
下
水
道
事
業
は
損
益
が

赤
字
と
な
り
、
加
え
て
今
後
10
年
に
お
い
て
も
、
こ
の
赤
字
が
解
消
さ
れ
る

見
通
し
が
立
た
な
い
こ
と
か
ら
、
料
金
改
定
の
判
断
に
至
っ
た
。
利
用
者
へ

の
周
知
に
つ
い
て
は
、
市
報
や
上
下
水
道
局
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
広
報

に
加
え
、
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
の
際
に
、
各
家
庭
へ
チ
ラ
シ
を
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
す
る
等
、
丁
寧
な
説
明
に
取
り
組
ん
で
い
く
。（担

当
部
局
：
上
下
水
道
局
）

家
族
で
や
ま
学
の
日
が
開
始

教育民生
委員会

　
山
口
県
内
の
公
立
学
校
に
通
う
子
ど
も
た
ち
が
、
休
業

日
以
外
に
家
族
と
と
も
に
、
校
外
で
体
験
や
探
求
の
活
動

を
行
え
る
日
で
あ
る
「
家
族
で
や
ま
学
の
日
」
が
本
年
６

月
に
創
設
さ
れ
、
本
市
の
小
・
中
学
校
で
も
10
月
１
日
か

ら
開
始
さ
れ
た
。

　
１
年
度
に
取
得
で
き
る
日
数
は
３
日
と
し
、
児
童
・
生

徒
の
保
護
者
は
、
取
得
し
よ
う
と
す
る
日
の
２
週
間
前
ま

で
に
学
校
へ
申
請
す
る
。
ま
た
、
取
得
し
た
児
童
・
生
徒

は
出
席
停
止
等
と
同
じ
扱
い
と
し
、
取
得
に
よ
り
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
授
業
の
学
習
内
容
は
、
原
則
、
家

庭
学
習
で
補
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
運
動
会
等
の

学
校
行
事
が
あ
る
日
や
テ
ス
ト
の
実
施
日
等
は
、
取
得
で

き
な
い
日
と
し
て
い
る
。

　
今
後
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
出
て
く
る
こ
と
も
想
定
さ
れ

る
が
、
他
市
町
と
連
携
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
「
家
族
で

や
ま
学
の
日
」
の
在
り
方
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
て
い
き

た
い
。

（
担
当
部
局
：
教
育
委
員
会
事
務
局
）

公
共
交
通
の
利
用
促
進
に
つ
な
が
る

取
組
は

農林建設
委員会

・ 今年度も経済対策に努めている
ことを評価する。引き続き、子育て
に関する経済的負担の軽減に取
り組み、子育て世帯から選ばれる
まちづくりを進めてほしい。

委員の意見

・ 家族でやま学の日を、取得できる家庭とできない
家庭が生じることが想定されるため、子どもたち
に差が生じないように配慮しながら進めてほしい。

委員の意見
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一般質問・質疑

★ 議員が何を質問したか読んでみましょう！　★一般質問の制限時間は質問と答弁を合わせて50分です。
★ 質問と答弁の映像は各議員の二次元コード 　 から見ることができます。
※必要な場合には二次元コードリーダーをインストールしてご覧ください。 ※ 情報の受信にかかる通信料は利用者負担となります。

市長市長にに聞きたい聞きたい！！
どうなる？ これからの山口市どうなる？ これからの山口市

サンプル

　
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
対
す
る

市
民
の
備
え
は
低
調
な
状
況

に
あ
る
。
市
の
啓
発
や
支
援
が
必

要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。
ま
た
、

避
難
所
の
質
の
向
上
や
、
あ
ら
ゆ

る
避
難
者
の
立
場
に
立
っ
た
運
営

が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
安
心
で

き
る
避
難
所
運
営
や
環
境
整
備
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
地
域
の
実
態
に
即
し
た
避
難

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
て
、
地
域
に
居
住

す
る
市
民
の
避
難
行
動
の
支
援
を

行
い
、
防
災
講
座
・
訓
練
を
通
じ

て
防
災
意
識
を
啓
発
す
る
こ
と
で
、

日
頃
か
ら
の
備
え
や
適
切
な
避
難

行
動
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
て
い

き
た
い
。
避
難
所
の
質
の
向
上
は

市
町
村
の
責
務
で
あ
り
、
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
運
営
や
物
資
の
整
備

を
計
画
的
に
進
め
て
い
る
。
長
期

間
で
も
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
環

境
を
整
え

る
こ
と
で
、

質
の
向
上

に
つ
な
げ

た
い
。

問答

未来志行山口
米本 太郎

防災 市民の自助を支える支援と避難所の環境整備を！

　
　
山
口
県
農
業
試
験
場
跡
地
の

利
活
用
に
つ
い
て
、
今
年
10

月
頃
、
基
本
計
画
を
策
定
予
定
と

の
こ
と
で
、
商
工
会
議
所
な
ど
か

ら
様
々
な
要
望
・
意
見
が
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
意
見
を
ど
う
計
画
に
包

含
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
山
口

大
学
か
ら
も
、「
山
口
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
パ
ー
ク
構
想
」
が
提
案
さ

れ
た
が
、
利
活
用
に
お
け
る
大
学

と
の
連
携
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
本
年
10
月
頃
を
予
定
し
て
い

た
基
本
計
画
の
策
定
は
難
し

い
状
況
に
あ
り
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
改
め
て
検
討
す
る
こ

と
と
な
る
。
い
た
だ
い
た
御
意
見・

御
要
望
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
視

点
や
思
い
が
あ
る
こ
と
を
十
分
認

識
の
上
、
参
考
と
し
た
い
。「
山

口
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
パ
ー
ク
構

想
」
に
つ
い
て
は
、
山
口
大
学
に

お
い
て
更
に

検
討
さ
れ
る

と
伺
っ
て
い

る
の
で
、
県

と
共
に
今
後

の
動
向
を
注

視
し
て
い
き

た
い
。

問答

やまぐち有隣会
宮川 英之

都市 山口県農業試験場跡地利活用の具体案を！

　
　
部
活
動
の
地
域
移
行
後
の
費

用
負
担
や
、
指
導
者
の
確
保

な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
現
時
点
で
具
体
的
な
金
額
は

示
せ
な
い
が
、
移
行
後
の
地

域
ク
ラ
ブ
の
運
営
費
用
は
、
原
則

保
護
者
負
担
と
し
、
可
能
な
限
り

低
く
抑
え
た

い
。
指
導
者

の
確
保
に
つ

い
て
は
活
動

条
件
等
を
ま

と
め
次
第
、

早
期
に
募
集

し
た
い
。

観光
山
口
市
の
観
光
振
興
の
行
方

　
　
大
内
文
化
ま
ち
づ
く
り
調
査

事
業
の
展
開
と
、
市
民
や
観

光
客
が
利
用
し
や
す
い
デ
ジ
タ
ル

マ
ッ
プ
の
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
多
く
の
歴
史
文
化
資
源
を
有

す
る
大
内
文
化
ゾ
ー
ン
の
魅

力
を
高
め
る
た
め
、
大
内
文
化
ま

ち
づ
く
り
調
査
事
業
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
観
光
施
設
や
飲
食
店
、

観
光
ル
ー
ト
を
ス
マ
ホ
で
確
認
で

き
る
電
子
版
マ
ッ
プ
の
10
月
運
用

開
始
に
向
け
て
準
備
を
し
て
い
る
。

問答問答

県都創生山口
倉増 賢治

交流 中学生のスポーツ振興
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こ
の
度
の
改
定
で
、
基
本
料

金
の
水
準
見
直
し
な
ど
フ
レ

キ
シ
ブ
ル
な
料
金
体
系
を
設
定
す

る
こ
と
で
、
使
用
量
の
少
な
い
世

帯
は
非

常
に
助

か
る
が

い
か
が

か
。

　
　
基
本
料
金
と
従
量
料
金
の
二

部
料
金
制
と
し
て
い
る
。
生

活
者
を
重
視
す
る
よ
う
設
計
さ
れ

た
体
系
で
、
使
用
水
量
が
少
な
い

お
客
様
の
ほ
う
が
負
担
を
抑
え
ら

れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

行政
引
き
続
き
の
物
価
高
騰
対
策

の
必
要
性

　
　
し
ば
ら
く
は
物
価
高
が
続
く

と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

来
年
度
予
算
で
一
定
の
き
め
細
や

か
な
物
価
高
騰
対
策
が
引
き
続
き

必
要
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

　
　

国
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、

今
後
の
社
会
情
勢
等
を
見
極

め
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
今
年

度
に
お
け
る
速
や
か
な
対
応
や
、

来
年
度
当
初
予
算
で
の
対
応
に
つ

い
て
、
総
合
的
に
判
断
し
た
い
。

問答問答

公明党
其原 義信

上下水 上下水道料金の激変緩和策を！

　
　
経
営
の
た
め
に
仕
方
な
く
水

道
料
金
を
上
げ
て
い
く
と
い

う
方
向
が
示
さ
れ
る
中
で
、
そ
の

こ
と
が
生
活
に
影
響
す
る
世
帯
が

見
込
ま
れ
る
。
そ
の
方
た
ち
を
何

と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ

れ
が
山
口
市
の
責
務
だ
と
思
う
が
、

令
和
７
年
度
予
算
の
中
で
支
援
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　

現
在
、
令
和
７
年
度
当
初
予

算
の
方
向
性
を
検
討
し
て
お

り
、
今
後
の
予
算
編
成
過
程
で
は
、

市
内
全
域
を
見
渡
す
必
要
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
上
下
水
道
料
金

等
に
限
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
け
る
物
価
水
準
の
状
況
や
、
そ

れ
に
対
す
る
国
の
対
応
等
を
見
極

め
た
上
で
、
暮
ら
し
全
般
に
関
す

る
案
件
と
し
て
、
必
要
に
応
じ
て

総
合
的
に
判
断
し
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
補
助
金
、
交
付
金
、
負
担
金　

○
学
校
給
食　

○
農
業
公
園
の
設
置

問答

高志会
有田 敦

上下水 上下水道料金改定に激変緩和対策は？

　
　

地
方
自
治
体
は
、
法
令
に
基

づ
き
多
く
の
重
要
情
報
を
保

有
し
て
お
り
、
住
民
生
活
や
社
会

経
済
活
動
を
保
護
す
る
取
組
が
重

要
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
の

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
取
組

に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
新
本
庁

舎
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
方
針

に
つ
い
て
も
伺
う
。

　
　

本
市
で
は
、
物
理
的
・
シ
ス

テ
ム
的
な
対
策
、
組
織
的
な

対
策
、
職
員
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
意

識
の
向
上
の
３
つ
の
対
策
を
進
め

て
い
る
。
国
の
動
向
を
注
視
し
、

最
新
の
情
報
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
の
動
向
に
も
留
意
し
な
が
ら
、

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、

新
本
庁
舎
で
は
、
時
間
に
よ
る
条

件
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
レ
ベ
ル
を
勘

案
し
た
施
錠
管
理
を
行
う
。
併
せ

て
、
カ
メ
ラ
に
よ
る
監
視
を
行
い
、

市
役
所
全

体
の
情
報

セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策

に
万
全
を

期
す
。

問答

市民クラブ
山見 敏雄

行政 セキュリティ対策は万全か？

　
　
上
下
水
道
の
料
金
や
使
用
料

を
引
き
上
げ
る
議
案
が
提
案

さ
れ
て
い
る
。
過
去
最
長
の
実
質

賃
金
低
下
、物
価
高
、値
上
げ
ラ
ッ

シ
ュ
に
公
共
料
金
ま
で
引
き
上
げ

ら
れ
る
と
、
暮
ら
し
の
負
担
が
ま

す
ま
す
大
き
く
な
る
。
一
般
会
計

か
ら
の
法
定
外
繰
り
出
し
を
行
い
、

据
え
置
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
徹
底
的
か
つ
能
率
的
な
経
営

努
力
の
上
で
、
物
価
高
や
人

口
減
少
の
中
、
適
正
な
原
価
の
も

と
、
持
続
可
能
で
安
全
安
心
な
上

下
水
道
事
業
の
維
持
を
目
的
に
議

案
提
出
し
た
。
御
理
解
賜
り
た
い
。

　
　
や
む
な
く
料
金
や
使
用
料
を

引
き
上
げ
る
の
な
ら
、
暮
ら

し
の
負
担
軽
減
策
と
セ
ッ
ト
で
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　
国
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
経

済
情
勢
等
も
見
極
め
な
が
ら
、

暮
ら
し
全
般
に
関
す
る
案
件
と
し

て
総
合
的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ

る
。
し
っ
か
り
検
討
し
た
い
。

問答問答

日本共産党
大田 たける

上下水 上下水道料金・使用料の引上げは据え置きに
る
。
し
っ
か
り
検
討
し
た
い
。
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改
正
の
主
な
内
容
を
聞
く
。

こ
ど
も
の
現
在
の
貧
困
を
解

消
す
る
と
と
も
に
、
こ
ど
も

の
将
来
の
貧
困
を
防
ぐ
こ
と
な
ど

が
基
本
理
念
に
追
記
さ
れ
た
も
の
。

　
　
改
正
に
伴
う
市
の
取
組
を
伺

う
。

　
　
今
後
策
定
す
る
本
市
の
計
画

に
お
い
て
も
、
改
正
法
の
基

本
理
念
に
の
っ
と
り
、
こ
ど
も
の

貧
困
を
解
消
し
貧
困
の
連
鎖
を
断

ち
切
る
た
め
、
親
の
妊
娠
・
出
産

期
か
ら
こ
ど
も
の
社
会
的
自
立
ま

で
、
教
育
や
生
活
の
安
定
に
資
す

る
支
援
等
を
切
れ
目
な
く
推
進
す

る
と
と
も
に
、
困
難
な
生
活
状
況

に
あ
る
家
庭
や
こ
ど
も
を
早
期
に

把
握
し
、
支
援
に
つ
な
げ
る
体
制

強
化
に
一
層
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
こ
ど
も
食
堂
へ
の
支
援
は
ど

う
な
る
の
か
伺
う
。

　
　
国
の
動
き
や
、
他
の
自
治
体

の
動
き
を
見
な
が
ら
、
財
政

支
援
に
つ

い
て
も
考

え
て
い
き

た
い
。

問答問答問答

高志会
伊藤 青波

こども こどもの貧困解消法の改正について

　
　
湯
田
温
泉
こ
ん
こ
ん
パ
ー
ク

に
お
け
る
若
者
が
主
催
者
と

な
っ
て
行
う
取
組
に
つ
い
て
、
市

の
考
え
を
伺
う
。

　
　
若
者
の
ア
イ
デ
ア
や
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
湯
田
温
泉
の
新
た
な

賑
わ
い
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
本
施

設
の
取
組
の
大
き
な
柱
の
一
つ
で

あ
る
。
今
年
度
は
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
12
月
に
学
生
主
体
の
ク

リ
ス
マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
実
施
を

協
議
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
組

を
通
じ
て
、
若
者
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

へ
の
支
援
等
が
若
者
の
定
住
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
や
、

学
生
と
湯
田
温
泉
と
の
距
離
が
縮

ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

て
お
り
、
若
者
の
自
発
的
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
等
を
支
え
、
実
現
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

問答

地域政党　やまぐちの風
竹中 一郎

都市 湯田温泉こんこんパークで若者活躍の場づくり！

　
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
レ
ノ
フ
ァ

山
口
Ｆ
Ｃ
の
好
調
な
ど
、
盛

り
上
が
り
が
あ
る
今
こ
そ
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
の
充
実
と
拡
大
、
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
の
創
出
な

ど
の
更
な
る
施
策
展
開
を
す
べ
き

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。
ま
た
、

環
境
整
備
に
つ
い
て
の
課
題
認
識

と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
本
市
ゆ
か
り
の
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
の
活
躍
に
大
き
な
感

動
と
勇
気
を
い
た
だ
い
た
。
レ
ノ

フ
ァ
山
口
Ｆ
Ｃ
も
好
調
で
注
目
が

高
ま
る
中
、
機
運
を
逃
す
こ
と
な

く
取
組
を
展
開
し
て
い
く
。
ま
た
、

イ
ベ
ン
ト
実
施
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ

の
習
慣
化
、
次
世
代
育
成
に
も
つ

な
げ
て
い
く
。
な
お
、
維
新
百
年

記
念
公
園
周
辺
の
駐
車
場
確
保
や

交
通
渋
滞
等
の
課
題
に
つ
い
て
は
、

新
た
な
駐
車
場
の
整
備
を
県
に
要

望
し
て
お
り
、

ま
た
、
関
係

機
関
と
連
携

し
て
公
共
交

通
の
利
用
促

進
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

問答

未来志行山口
鳥養 祐矢

スポーツ 盛り上がりがある今こそスポーツ振興の充実を！

　
　

車
中
泊
に
も
対
応
で
き
る
、

民
間
施
設
の
立
体
駐
車
場
を

活
用
し
た
同
伴
避
難
所
の
全
市
的

な
展
開
に
つ
い
て
、
本
市
の
見
解

を
伺
う
。

　
　
本
市
の
避
難
所
に
は
ペ
ッ
ト

用
品
等
を
備
え
て
い
な
い
た

め
、
飼
い
主
自
ら
用
意
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
車
中
泊
で
は
ガ
ソ

リ
ン
な
ど
の
燃
料
や
ト
イ
レ
、
電

源
な
ど
の
不
安
要
素
も
多
い
が
、

関
連
団
体
や
企
業
と
の
連
携
は
、

こ
う
し
た
課
題
を
解
消
し
、
飼
い

主
と
ペ
ッ
ト
が
共
に
ス
ム
ー
ズ
な

避
難
を
行
う
た
め
の
有
効
な
手
段

の
一
つ
と
考
え
る
。
関
連
団
体
と

ど
の
よ
う
な
連
携
が
で
き
る
の
か
、

施
設
利
用
の
協
力
を
い
た
だ
く
民

間
企
業
と
ど
の
よ
う
な
調
整
が
必

要
な
の
か
、
研
究
検
討
し
て
い
き

た
い
。

問答

公明党
山本 敏昭

災害 車中泊前提！ペットとの同伴避難所が必要！

昨年実施した学生主体の
クリスマスイベント

避難するニャン！
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本
市
に
と
っ
て
初
と
な
る
英

語
圏
の
海
外
都
市
で
あ
る
ハ

ワ
イ
州
ホ
ノ
ル
ル
市
と
の
都
市
間

交
流
や
友
好
都
市
提
携
に
よ
る
波

及
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

現
在
、
ホ
ノ
ル
ル
市
の
意
向

も
踏
ま
え
、
教
育
、
観
光
、

文
化
、ス
ポ
ー
ツ
、物
産
等
の
様
々

な
分
野
で
の
交
流
に
つ
い
て
調
整

を
進
め
て
い
る
。
青
少
年
の
教
育

交
流
、
ス
ポ
ー
ツ
、
観
光
、
経
済

交
流
等
、

市
民
を
中

心
に
据
え

た
裾
野
の

広
い
交
流

を
期
待
し

た
い
。

医療
へ
き
地
医
療
に
お
け
る
人
材

不
足
に
つ
い
て

　
　
へ
き
地
医
療
の
将
来
を
担
う

人
材
育
成
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

医
療
関
係
学
生
が
将
来
、
本

市
の
地
域
医
療
に
従
事
し
た

い
と
志
す
き
っ
か
け
を
つ
く
る
た

め
、
引
き
続
き
山
口
県
立
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
や
関
係
機
関
と
連
携

し
、
や
ま
ぐ
ち
地
域
医
療
セ
ミ

ナ
ー
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答問答

未来志行山口
大來 尚順 

国際 山口市のさらなる国際化に向けて！

　
　

公
立
小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ

の
洋
式
化
率
は
、
全
国
は

68
％
、
市
は
52
％
で
遅
れ
て
い
る
。

国
は
洋
式
化
率
95
％
を
目
標
に
、

有
利
な
国
庫
補
助
事
業
に
よ
り
、

ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
推
進
し
て
い

る
。
防
府
市
で
は
、
令
和
７
年
度

ま
で
に
市
立
小
・
中
学
校
の
屋
内

ト
イ
レ
を
全
て
洋
式
化
す
る
と
し

て
工
事
を
進
め
て
い
る
。
学
校
ト

イ
レ
洋
式
化
の
個
別
計
画
を
策
定

し
早
急
に
進
め
る
べ
き
だ
。

　
　
第
二
次
山
口
市
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
に
お
い
て
、
小・

中
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
率
を

令
和
９
年
度
ま
で
に
60
％
と
す
る

目
標
を
掲
げ
て
い
る
が
、
３
年
ご

と
の
実
施
計
画
で
、
行
政
需
要
に

応
じ
て
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う

議
論
を
し
た
い
。

問答

日本共産党
尾上 頼子

教育 学校のトイレピカピカ計画で洋式化を早急に

　
　
市
内
農
業
者
の
65
％
を
占
め

る
中
小
規
模
農
家
へ
の
支
援

は
本
市
の
農
業
振
興
に
と
っ
て
重

要
と
思
う
が
、
来
年
度
の
予
算
編

成
を
控
え
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方

で
中
小
規
模
農
家
支
援
を
進
め
て

い
く
の
か
伺
う
。

　
　
高
齢
化
に
よ
っ
て
小
規
模
農

家
が
減
少
し
て
い
く
中
、
国

は
農
用
地
を
大
規
模
農
家
へ
集
積

し
て
生
産
量
を
確
保
し
て
い
く
方

針
だ
が
、
本
市
と
し
て
は
、
そ
の

間
、
小
規
模
農
家
も
し
っ
か
り
支

え
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

予
算
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
る
が
、

現
実
的
な
必
要
性
に
沿
っ
た
対
応

と
す
べ
き
と
考
え
る
。
小
規
模
農

家
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
農
家
の

皆
様
の
実

態
や
他
市

町
の
事
例

等
も
踏
ま

え
、
再
度

し
っ
か
り

検
討
し
応

援
し
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
農
業
用
水
路
の
整
備
に
つ
い
て

問答

県都創生山口
野島 義正

農業 中小規模農家への支援対策の充実は

　
　

通
学
路
な
ど
を
中
心
に
、
横

断
歩
道
や
路
側
帯
の
鮮
明
化

を
進
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
の
市

の
取
組
の
方
向
性
と
関
連
機
関
と

の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
横
断
歩
道
等
の
カ
ラ
ー
化
に

つ
い
て
は
、
車
両
の
通
過
速

度
が
速
く
信
号
が
な
い
箇
所
を
優

先
的
に
、
交
通
量
や
通
学
路
で
あ

る
か
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
な

が
ら
、
順
次
整
備
し
て
い
く
。
カ

ラ
ー
化
に
つ
い
て
は
、
夕
方
や
雨

天
時
に
舗
装
路
面
の
黒
色
に
対
す

る
視
認
性
が
高
く
、
ス
ク
ー
ル

ゾ
ー
ン
を
想
起
さ
せ
る
緑
色
を
採

用
す
る
。
ま
た
、
白
ラ
イ
ン
が
薄

く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
警
察

と
も
協
議
を
行
い
、
可
能
な
限
り

同
時
期
に
整
備
で
き
る
よ
う
連
携

し
て
い
く
。

問答

やまぐち有隣会
植野 伸一

交通 通学路などの安全安心について！

井関小学校の男子トイレ

白いラインが薄くなっている
カラー化された横断歩道
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山
口
市
に
お
け
る
今
後
の
漁

業
振
興
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

今
後
、
中
学
校
や
高
校
で
の

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
活
用
し
た

就
業
に
関
す
る
情
報
発
信
や
６
次

産
業
化
に
向
け
た
起
業
創
業
支
援

の
取
組
な
ど
、
漁
業
を
職
業
の
選

択
肢
の
一
つ
と
し
て
も
ら
え
る
よ

う
漁
協
や
関
係
部
局
と
連
携
し
な

が
ら
検
討
す
る
。
ま
た
、
海
洋
環

境
の
保
全
に
向
け
、
改
正
瀬
戸
内

海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
に
よ
る

栄
養
塩
類
の
濃
度
や
量
を
調
整
し

た
処
理
水
の
下
水
処
理
場
等
か
ら

の
海
洋
放
流
に
つ
い
て
、
県
や
関

係
者
と
調
整
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
。

○
そ
の
他
の
質
問

・ 

地
域
障
が
い
者
福
祉
の
進
展
に

つ
い
て

・
地
域
医
療
の
存
続
に
つ
い
て

問答

やまぐち有隣会
中野 光昭

水産 担い手の育成・定着と海洋保全による漁業振興！

　
　
昨
年
の
12
月
議
会
に
お
い
て
、

高
校
生
世
代
の
医
療
費
無
償

化
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
っ
た
。

市
は
、
本
年
10
月
１
日
か
ら
、
こ

ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象
を
高
校

生
世
代
の
18
歳
ま
で
拡
大
す
る
と

さ
れ
た
が
、
申
請
へ
の
対
応
と
、

本
取
組
が
本
市
の
魅
力
向
上
に
寄

与
す
る
か
市
の
所
見
を
伺
う
。

　
　
本
年
10
月
か
ら
こ
ど
も
医
療

費
助
成
の
対
象
を
高
校
生
世

代
ま
で
拡
大
し
、
福
祉
医
療
費
受

給
者
証
交
付
申
請
書
に
よ
る
申
請

受
付
を
開
始
し
た
。
今
後
は
、
未

申
請
者
に
勧
奨
通
知
を
送
付
す
る

と
と
も
に
、
医
療
機
関
と
連
携
し

制
度
の
周
知
を
図
る
。
こ
ど
も
医

療
費
助
成
制
度
の
拡
充
に
よ
り
、

経
済
的
負
担
の
軽
減
と
子
育
て
環

境
の
充
実
が
図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

速
や
か
な
実
施
を
目
指
し
て
き
た
。

多
く
の
子
育
て
世
代
か
ら
更
に
選

ば
れ
る
ま
ち
と
し
て
、
本
市
の
魅

力
向
上
に
寄
与
す
る
と
考
え
る
。

問答

高志会
伊藤 斉

医療 こども医療費助成を10月から高校生世代まで拡大

　
　
企
業
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
の
推
進

は
、
生
産
性
の
向
上
や
業
務

効
率
化
を
図
る
上
で
重
要
で
あ
り
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導
入
に
よ
り
業

務
の
自
動
化
等
が
図
ら
れ
、
人
件

費
等
の
削
減
が
期
待
さ
れ
る
。

国
は
こ
の
よ
う
な
社

会
の
変
化
に
対
応
す

る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル

人
材
の
育
成
、
特
に

リ※

ス
キ
リ
ン
グ
に
注

力
し
て
い
る
。
人
材

不
足
に
悩
む
市
内
企

業
に
と
っ
て
リ
ス
キ

リ
ン
グ
の
導
入
は
合

理
的
な
手
法
と
考
え

る
が
、
市
の
所
見
を

伺
う
。

　
　

Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
向
け
た
取
組

と
し
て
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

や
デ
ジ
タ
ル
機
器
等
の
導
入
支
援

を
行
っ
て
き
た
。
市
内
企
業
の
人

手
不
足
解
消
へ
の
Ｄ
Ｘ
促
進
は
こ

れ
か
ら
で
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
に
よ

る
人
材
の
創
出
が
一
層
重
要
に
な

る
と
考
え
る
。
企
業
内
部
の
人
材

育
成
が
図
ら
れ
る
こ
と
で
、
人
手

不
足
の
解
消
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
支
援
の
在
り
方
を
検
討
し
た
い
。

問答

未来志行山口
馬越 帝介

産業 ＤＸの推進について

　
　

戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
日
本
の
精

神
を
骨
抜
き
に
す
る
た
め
、

神
話
を
教
え
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。

ま
た
、
戦
時
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を

高
揚
す
る
た
め
に
神
話
が
利
用
さ

れ
た
と
い
う
戦
後
史
観
か
ら
、
学

校
現
場
で
は
神
話
が
消
え
、
タ

ブ
ー
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
歴
史

考
古
学
者
ト
イ
ン
ビ
ー
は
世
界
中

の
民
族
の
歴
史
を
調
べ
上
げ
た
結

果
、
13
歳
ま
で
に
国
の
神
話
を
教

え
な
い
民
族
は
１
０
０
年
以
内
に

例
外
な
く
滅
び
る
と
い
う
言
葉
を

残
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
学
校
に
お
い
て
神
話
を
教
え

る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
現
状
を

お
尋
ね
す
る
。

　
　
中
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お

い
て
、
古
事
記
、
日
本
書
紀
、

風
土
記
の
神
話
伝
承
な
ど
の
学
習

を
通
し
て
当
時
の
人
々
の
信
仰
や
、

も
の
の
見
方
な
ど
に
気
づ
か
せ
る

よ
う
留
意
す

る
こ
と
と
示

さ
れ
て
い
る
。

そ
の
指
導
要

領
に
の
っ
と

り
、
学
習
を

行
っ
て
い
る
。

問答

市民クラブ
部谷 翔大

教育 神話を教えない民族は滅びる？学校での神話教育

山口みなみこども園の稚魚放流
「大きくなあれ！」

(市公式ウェブサイト)
こども医療費助成制度

リスキリング
リスキリングとは企業のＤＸ戦略において、新
たに必要となる業務・職種に順応できるよう
に、従業員がスキルや知識を再習得すること
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市
南
部
地
域
の
沿
岸
部
が
南

海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
る
５
ｍ

の
津
波
の
災
害
リ
ス
ク
が
予
想
さ

れ
る
中
、
①
障
が
い
者
の
避
難
時

の
初
動
対
応
、
②
福
祉
避
難
所
の

確
保
、
③
被
災
後
の
障
が
い
者
の

生
活
再
建
に
向
け
た
取
組
を
伺
う
。

　
　

①
今
年
度
か
ら
、
福
祉
避
難

所
へ
避
難
す
る
方
の
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
を
作
成･

管
理
す
る
機
能

を
避
難
マ
イ
プ
ラ
ン
の
シ
ス
テ
ム

に
取
り
入
れ
、
災
害
時
の
行
動
を

あ
ら
か
じ
め
決
め
る
こ
と
で
迅
速

な
避
難
行
動
へ
つ
な
げ
る
。
②
今

年
度
中
の
福
祉
避
難
所
の
指
定
に

向
け
て
、
介
護
福
祉
事
業
者
等
と

協
議
中
で
あ
る
。
③
障
が
い
者
に

特
化
し
た
生
活
再
建
制
度
は
な
い

が
、
障
が
い
種
別
等
、
個
々
の
事

情
に
配
慮
し
た
支
援
が
必
要
と
考

え
る
の
で
、
先
進
自
治
体
等
の
情

報
収
集
や
、
既
存
の
支
援
制
度
の

拡
充
等
、

生
活
再

建
支
援

の
在
り

方
を
検

討
し
た

い
。 問答

未来志行山口
坂井 芳浩

福祉 障がい者には災害弱者としての視点を念頭に

　
　

活
動
の
担
い
手
を
確
保
・
育

成
す
る
こ
と
に
課
題
を
感
じ

て
い
る
自
治
会
が
あ
る
が
、
そ
の

活
動
の
持
続
に
向
け
た
支
援
策
に

つ
い
て
尋
ね
る
。
ま
た
、
地
域
の

つ
な
が
り
、
情
報
共
有
に
役
立
つ

電
子
回
覧
板
の
導
入
支
援
の
取
組

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
地
域
課
題
の
共
有
と
解
決
の

た
め
、
自
治
会
長
情
報
交
換

会
を
開
催
し
、
そ
の
内
容
を
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
る
。

ま
た
、
活
動
を
支
え
る
財
政
支
援

と
し
て
、
幅
広
い
活
動
に
使
え
る

自
治
会
等
自
治
振
興
交
付
金
を
交

付
し
て
い
る
。
今
年
度
か
ら
自
治

会
活
動
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
、
電
子
回
覧
板
等
の

導
入
支
援
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

そ
の
成
果
を
取
り
ま
と
め
て
、
全

て
の
自
治
会
に
情
報
提
供
す
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
第
２
期
山
口
県
央
連
携
都
市
圏

域
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

問答

やまぐち有隣会
山本 浩二 

協働 自治会活動の支援策・電子回覧板の導入支援

　
　
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
と

し
て
の
山
口
市
産
業
交
流
拠

点
施
設
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ⅰ
維
新
ホ
ー
ル
の

有
効
活
用
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

　
　

現
在
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー

ス
は
一
時
的
な
待
機
・
休
憩

場
所
と
し
て
、
産
業
交
流
ス
ペ
ー

ス
メ
グ
リ
バ
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ラ
ウ
ン
ジ
は
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催

が
な
い
場
合
に
誰
で
も
利
用
で
き

る
場
所
と
し
て
開
放
し
て
い
る
。

ま
た
、
ア
カ
デ
ミ
ー
ハ
ウ
ス
の
認

知
度
向
上
を
図
る
た
め
、
試
行
的

に
、
入
居
者
の
活
動
が
な
い
時
間

帯
に
限
り
、
高
校
生
や
大
学
生
を

対
象
に
活
動
室
を
自
習
室
と
し
て

開
放
し
て
い
る
。
施
設
本
来
の
目

的
を
妨
げ
な
い
よ
う
配
慮
し
な
が

ら
、
指
定

管
理
者
と

も
協
議
し
、

周
知
方
法

も
含
め
検

討
し
て
い

く
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
子
育
て
支
援
策

○
学
校
図
書
館
の
充
実

○
高
齢
者
等
就
労
支
援

問答

公明党
栗林 正

行政 子どもの居場所づくり！公共施設の有効活用！

　
　
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
は
、

お
お
む
ね
５
年
ご
と
の
基
礎

調
査
の
結
果
や
情
勢
の
変
化
に
よ

り
見
直
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
見
直
し
の
基
準
、
農
地
の

地
権
者
や
地
域
の
意
向
の
反
映
な

ど
、
現
在
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

　
　
国
が
示
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
て
令
和
元
年
度
か
ら
見

直
し
を
実
施
し
て
い
る
が
、
既
に

山
林
原
野
化
し
て
い
る
農
地
や
地

権
者
等
か
ら
の
除
外
要
望
に
よ
り
、

最
終
的
な
農
用
地
区
域
の
面
積
は

約
４
０
０
ｈ
ａ
減
少
す
る
見
込
み

で
あ
る
。
現
在
、
基
礎
調
査
と
計

画
変
更
の
内
容
に
つ
い
て
県
と
協

議
を
重
ね
て
い
る
が
、
協
議
を
経

て
変
更
計
画
案
を
確
定
し
た
後
、

関
係
団
体
へ
の
意
見
聴
取
を
行
っ

た
上
で
告
示
及
び
縦
覧
を
実
施
し
、

今
年
度
末
に
整
備
計
画
確
定
の
公

告
を
行
う
。
見
直
し
後
も
農
用
地

区
域
の
農

用
地
を
守

り
、
本
市

農
業
の
健

全
な
発
展

を
図
っ
て

い
く
。

問答

県都創生山口
野村 幹男

農業 山口農業振興地域整備計画の見直し
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今
年
７
月
に
山
口
大
学
経
済

学
部
で
、
本
市
の
観
光
課
題

に
関
す
る
政
策
プ
レ
ゼ
ン
発
表
会

が
開
催
さ
れ
た
。
今
後
の
観
光
に

お
け
る
学

生
の
活
力

を
生
か
し

た
連
携
事

業
の
可
能

性
に
つ
い

て
問
う
。

　
　
学
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
観

光
分
野
の
多
岐
に
わ
た
る
熱

意
あ
ふ
れ
る
提
案
だ
っ
た
。
本
市

に
は
複
数
の
大
学
が
立
地
し
、
多

く
の
学
生
が
居
住
し
て
い
る
利
点

を
生
か
し
、
大
学
や
関
係
部
局
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
学
生
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
場
の
提
供

や
具
体
的
な
取
組
を
検
討
し
、
今

後
の
本
市
の
観
光
政
策
に
生
か
し

て
い
き
た
い
。

　
　
こ
う
し
た
大
学
連
携
の
取
組

の
今
後
の
展
望
を
問
う
。

　
　
持
続
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
は

若
者
を
含
め
て
市
民
の
皆
様

が
活
躍
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
長
期
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

問答問答

未来志行山口
安河内 淳朗

観光 学生の強みを生かし観光振興を盛り上げよう！

　
　
本
市
の
小
中
学
校
の
プ
ー
ル

設
置
率
は
全
国
と
比
較
し
て

極
め
て
高
い
。
プ
ー
ル
は
利
用
で

き
る
期
間
が
短
い
が
、
近
年
、
熱

中
症
リ
ス
ク
を
考
え
授
業
回
数
も

減
少
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

低
稼
働
率
で
満
足
度
の
低
い
施
設

に
高
い
コ
ス
ト
を
か
け
る
よ
り
、

給
食
費
の
負
担
軽
減
や
他
施
設
の

充
実
に
充
て
る
方
が
良
い
。
プ
ー

ル
の
集
約
化
を
図
り
、
水
泳
授
業

の
確
保
と
安
全
性
の
向
上
、
コ
ス

ト
削
減
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　

今
後
は
、
持
続
可
能
な
水
泳

授
業
の
実
施
、
既
存
ス
ト
ッ

ク
の
有
効
活
用
、
整
備
維
持
管
理

コ
ス
ト
の
低
減
を
基
本
に
取
り
組

み
、
老
朽
化
対
策
に
係
る
コ
ス
ト

の
削
減
に
向
け
、

近
隣
学
校
の

プ
ー
ル
の
共
同

利
用
、
民
間
施

設
等
の
利
用
の

可
能
性
を
検
討

し
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
制
度

の
民
業
へ
の
転
換

問答

やまぐち有隣会
野村 雄太郎

行政 満足度を上げながら経費は削減できる！

　
　
新
し
く
購
入
し
た
排
水
ポ
ン

プ
の
稼
働
状
況
等
を
尋
ね
る
。

　
　
内
水
氾
濫
対
策
を
強
化
す
る

た
め
、
通
常
の
仮
設
ポ
ン
プ

の
約
４
倍
の
排
水
能
力
を
有
す
る

移
動
式
排
水
ポ
ン
プ
を
４
台
導
入

し
、
大
内
・
平
川
・
大
歳
・
小
郡

地
域
で
梅
雨
の
大
雨
時
に
排
水
作

業
を
行
っ
た
。
こ
の
排
水
ポ
ン
プ

は
排
水
能
力
が
高
く
、
安
全
性
や

即
応
性
に
優
れ
、
単
独
で
排
水
可

能
な
こ
と
か
ら
、
様
々
な
水
害
現

場
で
緊
急
対
応
が
可
能
で
あ
る
。

農業
農
業
機
械
の
維
持
管
理
経
費

へ
の
助
成
金
制
度

　
　
家
族
経
営
農
家
の
機
械
の
維

持
管
理
経
費
等
に
つ
い
て
助

成
金
制
度
を
創
設
で
き
な
い
か
。

　
　
農
業
機
械
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

費
用
に
つ
い
て
は
現
在
補
助

対
象
と
は
し
て
い
な
い
が
、
引
き

続
き
農
業
者

の
皆
様
の
経

営
実
態
や
他

市
の
事
例
等

を
参
考
に
し

な
が
ら
研
究
、

検
討
し
て
い

き
た
い
。

問答問答

県都創生山口
瀧川 勉

防災 排水ポンプ設備

　
　
高
齢
者
等
の
外
出
を
支
援
す

る
グ
ル
ー
プ
タ
ク
シ
ー
の
利

用
促
進
策
の
実
施
を
提
案
す
る
が
、

市
の
所
見
は
い
か
が
か
。

　
　

市
独
自
の
制
度
で
あ
る
グ

ル
ー
プ
タ
ク
シ
ー
の
利
用
券

一
枚
当
た
り
の
金
額
引
上
げ
に
は

慎
重
な
検
討
を
要
す
る
が
、
利
用

時
の
距
離
要
件
の
緩
和
と
対
象
年

齢
の
引
下
げ
は
検
討
を
進
め
た
い
。

産業
省
人
化
・
省
力
化
へ
の
取
組

　
　
中
小
企
業
の
人
手
不
足
解
消

に
向
け
た
市
の
支
援
策
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
市
が
本
年
度
創
設
し
た
省
人

化
・
省
力
化
機
器
等
導
入
支

援
補
助
金
は
予
算
額
に
到
達
し
て

募
集
を
終
了
し
た
が
、
こ
の
補
助

金
の
継
続
要
望
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

事
業
者
が
人
手
不
足
へ
の
対
応
と

し
て
省
人
化
・
省
力
化
に
取
り
組

む
際
に
、
よ
り
効
果
の
高
い
支
援

策
を
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

問答問答

未来志行山口
椙山 俊哉

交通 交通弱者の利便性を高める公共交通政策を！

(市公式ウェブサイト)
山口市シニア生活

応援サイト
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　この協議会は、議会基本条
例に掲げる分権時代にふさわ
しい議会を実現するため、議
会及び議員の活動の活性化と
充実に関する協議を行うこと
を目的とし、議長の諮問機関
として設置しました。議会基
本条例の目的が達成されてい
るかどうか不断の検証を行う
ため、常設設置したものです。

会　長 原　真也
副会長 其原義信
委　員 坂井芳浩
 米本太郎
 山本浩二
 中野光昭
 野島義正
 有田　敦
 山見敏雄
 尾上頼子

「山口市議会活性化充実協議会」を設置

先進地に学ぶ 視察報告
詳しくは、二次元コードからご覧ください。

●愛知県一宮市
　新本庁舎における議事
運営の参考とするため、
本会議・委員会の運営に
ついて行政視察を行いま
した。

●岐阜県高山市
　本会議・委員会の運営と委員会活動を中心
とした政策形成サイクルの取組について行政
視察を行いました。

●大阪府八尾市
　本会議・委員会の運営と常任委員会
の所管事務調査や高校生・大学生を対
象とした取組等について行政視察を
行いました。

　各議会の事例を今後の本市議会の活
性化と充実に向けた取組に生かしてい
きます。

第25回山口県市議会議員研修会に
参加しました

　８月９日（金）に第 25 回山口県市
議会議員研修会が開催され、オンライ
ンで参加しました。
　早稲田大学政治経済学術院の稲継裕
昭教授を講師として、自治体ＤＸの取
組と、ＤＸ時代の市議会の在り方につ
いての講義がありました。
　研修会で学んだことを本会議や議員
活動に反映していけるよう、気持ちを
新たにしました。

7/16〜18 議会運営委員会

議会からのお知らせ議会からのお知らせ

やまぐち市議会だより　2024.1115



議会や市議会だより、ホームページ等をご覧になった
ご感想やご意見をお寄せください。
住　所：〒753-8650 山口市亀山町２番１号
電　話：083-934-2854 ／ FAX：083-934-2658
メール：gikai@city.yamaguchi.lg.jp
あて先：山口市議会事務局「議会の感想」宛て

ご感想をお寄せください

●山口市議会ホームページ
https://www.city.
yamaguchi.lg.jp/site/gikai/

●インターネット録画中継
https://cstream.c-able.
ne.jp/yamaguchi-gikai/m/

議会の内容をウェブでご覧いただけます

● 1日 執行部説明会、会派代表者会議
● 8日 会派代表者会議、議会運営委員会、市議会

だより等編集委員会（以下、「編集委員会」）
●16日 議会運営委員会行政視察（～１８日）
●19日 編集委員会
●24日 全国市議会議長会基地協議会中国・四国部

会定期総会（～２５日）

● ５日 議会運営委員会
● 9日 会派代表者会議、山口県市議会議員研修会
●２8日 広報広聴委員会

● ２日 議会運営委員会、会派代表者会議、執行部
説明会

● 9日 第4回定例会初日（～１０月１０日最終日）、議
会運営委員会

●１０日 議会運営委員会、会派代表者会議
●１７日 編集委員会、会派代表者会議
●19日 議会運営委員会
●２0日 議会運営委員会
●２6日 山口市議会活性化充実協議会

● 4日 議会運営委員会
● 8日 広報広聴委員会、編集委員会
●10日 議会運営委員会

全国各地から行政視察にお越しいただきました。
■受け入れ団体（７月～９月）１１団体
７月 ３日 山口県宇部市議会、山口県下関市議会
７月 ９日 山口県山陽小野田市議会
　７月１１日 兵庫県豊岡市議会
７月１２日　千葉県鎌ケ谷市議会
７月２５日　新潟県新潟市議会
７月２５日　大阪府堺市議会
７月２９日　東京都大田区議会
７月３０日　長野県佐久市議会
７月３１日　栃木県佐野市議会
８月２０日　長崎県長崎市議会
行政視察を通じ、本市の取組や魅力をＰＲしていきます。

議会の主な動き

おいでませ山口へ（行政視察の受け入れ）

7月

九州から関東圏まで多くの方々が参加されたツール・
ド・ヤマグチ湾での一枚です。節目の10回目となる今回
の開催で一区切りとなりました。山口市周辺部の魅力に
あふれる風景や特産物を体感、発信できる仕組みづくり
を議会としても提言していきます。

【表紙写真】

12/1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

日 月 火 水 木 金 土

10：00～17：00
ケーブルで生中継

本会議
（初日）
10：00～

本会議
10：00～
（一般質問・質疑）

本会議終了後
予算決算
委員会

予算決算
委員会
10：00～

教育民生
委員会
生活環境
委員会
10：00～

総　務
委員会
農林建設
委員会
10：00～

次号は２月１日発行です

委員長　大田たける　　副委員長　中野光昭
委　員　鳥養祐矢・安河内淳朗・米本太郎・植野伸一
　　　　倉増賢治・山本敏昭・有田　敦・部谷翔大

市議会だより等編集委員会
編　集　後　記

　令和５年度決算審査を含む諸議案が提出された９月定例
会。次年度の予算や事業展開に反映させるべく、各議員の知
見を生かした議論が交わされました。ぜひ市議会だより、市議
会ホームページ、インターネット録画中継等併せて活用いただ
き、議会に対する様々な御意見を頂戴したいです。（中野）

次回定例会日程のお知らせ
（予定）

会議日 は傍聴ができます。

陳情の受付…11月20日（水）まで　請願の受付…11月27日（水）まで

8月

9月

１0月

本会議
（最終日）
10：00～

や
ま
ぐ
ち
市
議
会
だ
よ
り

第
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和
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〒
753-8650　

　
　
　
　
　
　
TEL:083 -934 -2854

編
集
／
市
議
会
だ
よ
り
等
編
集
委
員
会
　
　
　
発
行
／
山
口
市
議
会
　
　
　
山
口
市
亀
山
町
２
番
１
号
　
　
　
FAX: 083 -934 -2658

やまぐち市議会だよりは再生紙を使用しています。
処分する際は、「新聞紙」として古紙類の分別収集に出しましょう。 やまぐち市議会だより　2024.11 16


